
新生児 乳幼児 少年 成人 高齢者 合計 死亡 重症 中等症 軽症 その他 合計

1 北海道 0 18 112 330 635 1,095 5 22 319 734 15 1,095
2 青森県 0 3 42 120 261 426 1 7 133 279 6 426
3 岩手県 0 0 38 148 330 516 0 5 129 379 3 516
4 宮城県 0 3 161 445 579 1,188 0 18 516 654 0 1,188
5 秋田県 0 1 50 112 288 451 1 12 114 324 0 451
6 山形県 0 2 68 140 342 552 2 9 166 347 28 552
7 福島県 0 3 116 410 755 1,284 2 27 295 958 2 1,284
8 茨城県 0 11 210 786 1,073 2,080 2 57 776 1,245 0 2,080
9 栃木県 0 7 108 397 586 1,098 2 47 372 677 0 1,098

10 群馬県 0 13 174 458 755 1,400 1 60 642 697 0 1,400
11 埼玉県 0 38 435 1,671 2,519 4,663 9 163 1,408 3,082 1 4,663
12 千葉県 0 24 293 1,130 1,597 3,044 2 65 1,066 1,911 0 3,044
13 東京都 0 59 424 2,298 3,173 5,954 0 240 2,030 3,684 0 5,954
14 神奈川県 0 42 349 1,278 1,671 3,340 1 107 1,253 1,979 0 3,340
15 新潟県 0 11 110 398 707 1,226 3 40 385 797 1 1,226
16 富山県 0 2 35 170 365 572 2 18 187 365 0 572
17 石川県 0 7 67 230 415 719 2 6 212 499 0 719
18 福井県 0 2 80 167 285 534 0 12 186 336 0 534
19 山梨県 0 5 64 158 269 496 1 12 159 324 0 496
20 長野県 0 6 115 265 577 963 3 18 319 623 0 963
21 岐阜県 0 10 165 364 746 1,285 0 33 554 698 0 1,285
22 静岡県 1 15 198 601 873 1,688 1 35 544 1,108 0 1,688
23 愛知県 0 39 465 1,590 2,211 4,305 3 87 1,118 3,094 3 4,305
24 三重県 0 5 125 463 652 1,245 4 16 215 971 39 1,245
25 滋賀県 1 9 124 286 416 836 1 7 156 672 0 836
26 京都府 0 15 169 617 966 1,767 0 16 297 1,452 2 1,767
27 大阪府 0 46 569 1,667 2,346 4,628 2 32 844 3,750 0 4,628
28 兵庫県 0 31 371 1,027 1,872 3,301 3 60 873 2,362 3 3,301
29 奈良県 0 17 153 318 522 1,010 1 10 283 716 0 1,010
30 和歌山県 0 8 79 255 404 746 2 27 133 584 0 746
31 鳥取県 0 2 69 161 320 552 1 12 244 288 7 552
32 島根県 0 2 47 158 267 474 0 14 219 241 0 474
33 岡山県 0 10 157 490 907 1,564 1 28 429 1,100 6 1,564
34 広島県 0 11 158 464 945 1,578 0 37 673 867 1 1,578
35 山口県 0 6 86 229 374 695 0 8 185 502 0 695
36 徳島県 0 1 85 166 358 610 2 9 196 363 40 610
37 香川県 0 5 85 217 471 778 1 25 334 418 0 778
38 愛媛県 0 8 99 278 581 966 2 19 246 698 1 966
39 高知県 0 2 54 181 349 586 0 12 127 374 73 586
40 福岡県 0 19 408 1,036 1,654 3,117 0 35 1,265 1,794 23 3,117
41 佐賀県 0 5 109 228 378 720 4 15 239 438 24 720
42 長崎県 0 5 127 275 539 946 0 13 381 552 0 946
43 熊本県 0 14 185 498 857 1,554 4 41 819 690 0 1,554
44 大分県 0 7 93 260 668 1,028 4 32 480 510 2 1,028
45 宮崎県 0 1 73 259 460 793 0 17 235 541 0 793
46 鹿児島県 0 5 214 465 870 1,554 1 24 563 966 0 1,554

47 沖縄県 0 11 118 436 537 1,102 4 24 267 768 39 1,102

2 566 7,636 24,100 38,725 71,029 80 1,633 22,586 46,411 319 71,029
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合　　　　計【人】

都道府県 初診時における傷病程度別（人）年齢区分別（人）

割　　　　合

令和4年5月1日～9月30日

     熱中症による救急搬送状況（令和4年）
「都道府県別の年齢区分別、初診時における傷病程度別救急搬送人員」

別紙

※端数処理（四捨五入）のため、割合の合計は100％にならない場合があります。



「熱中症警戒アラート」について

熱中症による死亡者数・救急搬送人
員は高い水準で推移しており、気候
変動等の影響を考慮すると熱中症対
策は極めて重要

環境省 気象庁×
熱中症警戒アラート

高温注意情報を、熱中症の発生との相関が高い
暑さ指数（WBGT）を用いた新たな情報に置き
換える

１. 背景 ２.発表方法

暑さ指数（WBGT）とは、
人間の熱ﾊﾞﾗﾝｽに影響の大きい

気温 湿度 輻射熱
の3つを取り入れた暑さの厳しさを示す指標です。

府県予報区内のどこかの地点で暑さ
指数（WBGT）が33以上になると予
測した場合に発表

＜地域単位＞

気象庁の府県予報区等単位で発表
該当府県予報区内の観測地点毎の
予測される暑さ指数（WBGT）
も情報提供

＜タイミング＞

前日の17時頃及び当日の朝５時頃に最新の予測
値を元に発表

報道機関の夜及び朝のニュースの際に報道いた
だくことを想定

「気づき」を促すものであるため、一度発表し
たアラートはその後の予報で基準を下回っても
取り下げない

３. 発表の基準 ４. 発表の地域単位・タイミング

注1）日本生気象学会指針より引用
注2）日本スポーツ協会指針より引用

発表地域︓46地域/58地域
発表日数︓85日/183日
延べ発表回数︓889回
※4/27〜10/26
（４月第４水曜から10月第４水曜まで）

７. 令和４年度の実績（全国）

熱中症の危険性が極めて高くなると予測される日の前日または当日に発表されるため、日頃か
ら実施している熱中症予防対策を普段以上に徹底することが重要。

（例）
不要不急の外出は避け、昼夜を問わずエアコン等を使用する。

高齢者、子ども、障害者等に対して周囲の方々から声かけをする。

身の回りの暑さ指数（WBGT）を確認し、行動の目安にする。

エアコン等が設置されていない屋内外での運動は、原則中止／延期をする。

のどが渇く前にこまめに水分補給するなど普段以上の熱中症予防を実践する。

６. 発表時の熱中症予防行動例

環境省・ 気象庁が新たに提供する 、 暑さ への「 気づき 」 を呼びかける ため
の情報。 熱中症の危険性が極めて高い暑熱環境が予測さ れる 際に発表し 、
国民の熱中症予防行動を効果的に促す。

※各地域の暑さ 指数は環境省の
熱中症予防情報サイ ト 参照

５. 情報の伝達方法（イメージ）

※ 農作業従事者向けの「 M AFFアプリ 」 や訪日外国人旅行者向けの「 Safety tips」 、 LINE公
式アカ ウ ン ト を はじ めと し たSNSアカ ウ ン ト 等も 活用し 、 情報を 発信。

令和５ 年度は４ 月26日(水)から 10月25日(水)ま で実施

発表地域︓53地域/58地域
発表日数︓75日/183日
延べ発表回数︓613回
※4/28〜10/27
（４月第４水曜から10月第４水曜まで）

【参考】令和３年度の実績

※令和３ 年から 全国運用開始

民間気象事業者等

報道機関
（テレビ、ラジオ等）

地方公共団体・関係団体

一般国民

高齢者

生徒等

選手

農作業従事者

労働者

防災無線等にて警戒

小中高生等への屋内待機勧奨

主催大会等の中止・延期勧奨

訪問等による警戒勧奨

防災無線等にて警戒勧奨

企業への警戒勧奨

環境省
気象庁
（発表）

熱中症
注意︕

熱中症警戒
アラート

熱中症予防運動指針2日常生活における注意事項1注意すべき生活
活動の目安１

暑さ指数
（WBGT）

危険

31℃以上

厳重警戒

28℃以上
31℃未満

警戒

25℃以上
28℃未満

注意

25℃未満

すべての
生活活動で
おこる危険性

中等度以上の
生活活動で
おこる危険性

強い生活活動で
おこる危険性

高齢者においては安静状態
でも発生する危険性が大き
い。外出はなるべく避け、
涼しい室内に移動する。

外出時は炎天下を避け室内
では室温の上昇に注意する。

運動や激しい作業をする際
は定期的に充分に休息を取
り入れる。

一般に危険性は少ないが激
しい運動や重労働時には発
生する危険性がある。

運動は原則中止
特別の場合以外は運動を
中止する。
特に子どもの場合には中
止すべき。

熱中症の危険性が高いので、
激しい運動や持久走など体
温が上昇しやすい運動は避
ける。10〜20分おきに休
憩をとり水分･塩分を補給
する。暑さに弱い人は運動
を軽減または中止。

警戒（積極的に休憩）
熱中症の危険が増すので、
積極的に休憩をとり適宜、
水分･塩分を補給する。激
しい運動では、30分おき
くらいに休憩をとる。

注意（積極的に水分補給）
熱中症による死亡事故が発
生する可能性がある。熱中
症の兆候に注意するととも
に、運動の合間に積極的に
水分･塩分を補給する。

21～25℃

25～28℃

28～31℃

31℃以上

厳重警戒（激しい運動は中止）

別添１


